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専門とする事項        

受験番号 

問題番号   Ⅲ－     

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 
○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 R 6  Ⅲ - 2  C o 構 造 物 の C O 2 削 減 」  
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

１ ． 多 面 的 な 課 題 と そ の 観 点  

（ １ ） ま ち づ く り Ｇ Ｘ の 推 進  

 近 年 、 自 然 の 減 少 や C O 2 の 増 加 が 原 因 と 考 え ら れ る

異 常 気 象 が 頻 発 し て い る 。 こ の 異 常 気 象 は 、 水 害 の 頻

発 化 、 生 態 系 の 破 壊 、 熱 中 症 等 の 健 康 被 害 な ど 都 市 環

境 に 様 々 な 悪 影 響 を 及 ぼ し て い る 。 こ の 対 策 と し て は 、

C O 2 総 排 出 量 の 約 5 割 を 占 め る 都 市 活 動 に よ る C O 2 の

削 減 が 重 要 で あ る ① 。 よ っ て 、 環 境 面 の 観 点 か ら 、 ま

ち づ く り ② Ｇ Ｘ の 推 進 が 課 題 で あ る 。  

 

（ ２ ） 官 民 学 連 携 の 促 進  

 我 が 国 は 2 0 5 0 年 の カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル （ 以 下 、

C N ） の 実 現 を 宣 言 し て い る ④ 。 ま た 、 温 室 効 果 ガ ス の

発 生 要 因 は 、 エ ネ ル ギ ー 、 産 業 、 運 輸 、 家 庭 、 建 設 分

野 と 様 々 で あ り 、 相 互 に 関 連 し 問 題 を 複 雑 化 さ せ て い

る 。 C N の 実 現 に は 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の C O 2 排 出

量 の 削 減 や デ ジ タ ル 技 術 等 の 新 技 術 の 活 用 な ど 分 野 横

断 的 な 取 り 組 み ⑤ が 必 要 で あ る 。 よ っ て 、 体 制 面 の 観

点 か ら 、 官 民 学 ⑥ 連 携 の 促 進 が 課 題 で あ る 。  

① 題意は、CO2 削減を推進するための課題です。CO２の削減が必要である背景を改めて説明する必要

はないと思います。 

② CO2 削減なのですから、すべて環境問題です。よって、環境面はすべての課題に当てはまるもので

あり適切ではないと考えます。 

③ 問題には、「コンクリート構造物の設計、製作・製造、施工、維持管理、改修、解体において」

とあります。まちづくりは対象になっていませんので、題意に沿った解答と言えません。 
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（ ３ ） 担 い 手 確 保 （ 人 材 面 ）  

少 子 高 齢 化 や 生 産 年 齢 の 減 少 ⑦ 等 建 設 業 に お い て 担

い 手 確 保 は 深 刻 な 問 題 で あ る 。 ま た 、 森 林 は C O 2 の 吸

収 や 土 砂 災 害 の 防 止 機 能 ⑧ を 有 し て お り 、 国 土 管 理 上

重 要 な 役 割 を 果 た し て い る 。 ま た ⑨ 、 Ｇ Ｘ の 推 進 に は

建 設 以 外 に 緑 や 環 境 に 対 す る 知 識 を も つ 人 材 の 確 保 が

急 務 で あ る ⑩ 。 よ っ て 、 人 材 面 の 観 点 か ら 担 い 手 確 保

が 課 題 で あ る 。 ⑩  

 

⑦ →「生産年齢人口の減少」 

⑧ なぜ防災の話をするのでしょうか。論点ではありません。 

⑨ 「また」が連続して使用されています。 

⑨ なぜ GX の推進なのでしょうか。題意は、カーボンニュートラルですよ。また、鋼構造物、コンク

リート構造物に関することに限定されているので、緑との知識が必要と言われても題意に沿って

いるのか疑義があります。 

⑩ 課題パートに共通して言えることは、選択科目Ⅲは鋼構造・コンクリート技術者としての立場、

視点に欠けています。必須科目なら良いのですが、これは選択科目です。専門性に欠けては、評

価されにくいと思います。 

④ 問題文に書いてある内容と同じです。 

⑤ 後述に分野横断的な取り組みとあるので、構文上前段はその例示であるべきです。コンクリート

構造物の CO2 排出量の削減やデジタル技術等の新技術の活用は、分野横断的な取り組みの例示に

なっていません。 

⑥ 分野横断の必要性は述べられていますが、その結果として官民学の連携となっていますが、分野

横断と官民学の連携は直接つながりがなく、このつながりを説明する必要があります。説明不足

です。 
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２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

 ま ち づ く り Ｇ Ｘ は C O 2 削 減 の み な ら ず 、 防 災 な ど

様 々 な 波 及 効 果 が 期 待 で き る た め 、 「 ま ち づ く り Ｇ Ｘ

の 推 進 」 を 最 も 重 要 な 課 題 に 選 定 し 、 解 決 策 を 示 す 。  

 

（ １ ） グ リ ー ン イ ン フ ラ の ビ ル ト イ ン ⑤  

ａ ） 建 設 物 へ の ビ ル ト イ ン  

 建 設 物 の 屋 上 や 壁 面 等 の 緑 化 を 推 進 し 、 遮 熱 効 果 に

よ る 省 エ ネ 化 を 図 る 。 ま た 、 緑 の C O 2 吸 収 ・ 固 定 効 果

に よ る 温 室 効 果 ガ ス 低 減 や 憩 い や 安 ら ぎ 効 果 に よ る

W e l l - b e i n g 向 上 が 期 待 で き る 。  

ｂ ） 道 路 空 間 へ の ビ ル ト イ ン  

 道 路 や 駐 車 場 の 周 辺 に 雨 水 浸 透 貯 留 機 能 を 持 つ バ イ

オ ス ウ ェ ル を 用 い た 歩 道 を 整 備 す る 。 礫 や 砂 利 等 の 植

栽 基 盤 に 表 流 水 を 浸 透 ・ 貯 留 さ せ る こ と で 、 地 下 水 涵

養 や 水 質 浄 化 、 生 態 系 機 能 に 寄 与 す る 空 間 を 創 出 す る 。  

ま た 、 舗 装 に も 侵 透 型 の 材 料 を 採 用 す る 。  

 

⑤ 繰り返しになりますが、グリーンインフラでは専門的な記述に欠けます。鋼構造・コンクリート

の専門技術用語もありません。CO2 吸収源を緑に求めるのではなく、コンクリートの技術者として

は、カーボンネガティブコンクリートや CO2 を吸収・固定させるコンクリートなどもっとふさわ

しい話題があると思います（まちづくりではないですが・・・課題設定はやはり NG）。 

④ ③で述べた通り、問題は「コンクリート構造物の設計、製作・製造、施工、維持管理、改修、解

体において」です。まちづくりは対象になっていませんので、題意に沿っていないです。この課

題の選択では、題意に沿っていないだけでなく専門性に欠けており、残念ながら高評価は難しい

でしょう。 
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（ ２ ） プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト の 普 及 ・ 促 進  

 現 場 打 コ ン ク リ ー ト は 多 く の 工 程 が 必 要 で あ り 、 現

場 の 機 械 に よ る ⑥ C O 2 排 出 量 が 多 い 。 ま た 、 天 候 に 左

右 さ れ る た め 、 工 程 が 長 く な る ⑦ 。 プ レ キ ャ ス ト コ ン

ク リ ー ト ( 以 下 、 P C a ） は 工 場 で 製 作 す る た め 、 現 場 で

の 工 程 も 短 く 、 C O 2 排 出 量 が 抑 え ら れ る ⑧ 。 ま た 、 建

設 副 産 物 で あ る 高 炉 ス ラ グ ⑨ を 使 用 す る こ と で 低 炭 素

コ ン ク リ ー ト と し て 温 室 効 果 ガ ス の 削 減 と な る ⑩ 。 一

般 的 な 普 通 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト に 比 べ 、 C O 2 排 出 量

が 6 0 ％ 以 上 削 減 で き る 。 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に P C a

を 普 及 促 進 す る こ と で 全 体 的 な C O 2 削 減 効 果 を 推 進 で

き る 。 ⑪  

 

（ ３ ） ハ イ ブ リ ッ ド ダ ム の 活 用  

 平 時 は 水 力 発 電 と し て 活 用 し 、 持 続 的 な エ ネ ル ギ ー

⑥ 建設機械、資機材輸送など具体に CO2排出源の説明があると説得力が増します。 

⑦ CO2 排出と工程の長さとの因果関係がよく分かりません。作業量・工数は、変わらないので工程が

伸びても CO2排出量に影響がないように感じます。 

⑧ ⑦と同様。 

⑨ 高炉スラグとは、鉄鉱石を溶融して銑鉄を製造する過程で生成される副産物です。建設副産物で

はないと思います。 

⑩ 見出しは、プレキャストコンクリートです。現場打でも高炉セメントを使用すれば良いのであ

り、プレキャストコンクリとは異なる話題ではありませんか。見出しと内容が不整合です。 

⑪ ようやくコンクリート分野の話になっていて良かったのですが、設定した課題に対する課題には

なっていないです。やはり、課題設定に問題があります。 
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と し て C O 2 排 出 が 低 減 で き 、 災 害 時 は 貯 水 の 調 整 に よ

り 水 害 を 低 減 す る ハ イ ブ リ ッ ド ダ ム を 活 用 す る 。 ま た 、

壁 面 に は 森 林 を 配 置 す る こ と で 、 C O 2 吸 収 ・ 固 定 化 ⑫

に よ る C O 2 削 減 効 果 が あ り 、 土 砂 災 害 防 止 効 果 も 備 え

持 つ 。   

 

３ ． 新 た に 浮 か び 上 が る 将 来 的 な 懸 念 事 項 と 対 応 策  

（ １ ） 新 た に 浮 か び 上 が る 懸 念 事 項  

 上 記 の 解 決 策 に は 多 大 な 設 備 投 資 が 必 要 と な る た め 、

資 金 調 達 ⑬ が で き ず Ｇ Ｘ 化 ⑭ が 遅 延 ・ 停 滞 す る 懸 念

事 項 が 生 じ る 。 ま た 、 森 林 は 成 長 す る た め 、 管 理 を 定

期 的 に 行 わ な い と 、 上 記 の こ と が 機 能 し な い リ ス ク が

あ る 。  

 

（ ２ ） 対 策  

 対 策 と し て 、 Ｅ Ｓ Ｇ 投 資 の 普 及 促 進 が あ げ ら れ る 。

Ｅ Ｓ Ｇ 投 資 は 「 環 境 」 と い う 国 民 の 理 解 が 得 や す い 事

⑬ 上記の対策における設備投資とは一体何を指しているのでしょうか。また、解決策は、ほとんど

公共事業であり、資金調達は税金ろなります。 

⑭ 題意は、カーボンニュートラルです。 

⑫ これも課題設定が論点ズレを起こしているので、解決策もズレるのは必然なのですが、コンクリ

ート構造物の設計、製作・製造、施工、維持管理、改修、解体においてという条件を満たしてい

ないですね。さらに、鋼構造・コンクリートの専門家なので、森林を解決策に持ってくるのは違

和感があります。さらに、これも結局のところ、鋼構造・コンクリートの専門技術用語がありま

せん。 
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項 で あ る た め 、 投 資 家 に 評 価 さ れ や す く 、 環 境 に 寄 与

す る 設 備 投 資 に 対 し て 資 金 調 達 が 容 易 と な る 。 ま た 、

森 林 は 国 土 管 理 上 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る た め 、 専

門 の 管 理 者 を 配 置 す る ⑮ 。 組 織 と し て は ナ レ ッ ジ マ ネ

ジ メ ン ト に よ り 個 々 の ス キ ル ア ッ プ を 行 い ⑯ 、 管 理 を

行 う 。  － 以 上 －  

 

⑮ 専門の管理者とは、行政執行上の話をしているのでしょうか。森林は、民有林が多く管理者を置

くというのも何を言っているのか良く分かりません。 

⑯ これも誰を対象としたスキルアップなのか、何のスキルなのか、なぜナレッジマネジメントなの

か全く分かりません。 


